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 本調査は入学時の状況を把握するために、実践女子大学人間社会学部 2009 年度入学生全員（165 
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－ 200 － 
人）を対象として、ガイダンスの時間を利用して配布・回収を行った。本調査は 2008 年度から















項目 回答者数 選択率 
実践女子大学・人間社会学科のパンフレット 54 46％ 
高校の進路指導 36 31％ 
実践女子大学・人間社会学科のホームページ 31 26％ 
実践女子大学のオープンキャンパス 29 25％ 
年上の家族・友人・知人などとの会話 27 23％ 
同年代の家族・友人・知人などとの会話 13 11％ 
塾・予備校の進路指導 12 10％ 
新聞や雑誌の広告 1 1％ 
上記以外のインターネット上の情報（ブログ・掲示板など） 4 3％ 












































Google Analytics（参照：Google）を用いて、効果測定を行った。Google Analytics は Google が提
供する無料で利用できるウェブ解析ソリューションである。 




た平均閲覧時間は 37秒、直帰率は 87.50％、離脱率は 21.82％となった。また上記に加え、Google
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